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三の原附近より羊蹄山(蝦夷富士)を望む0 ・ (石山昭三撮影)

人家が点々とみ ι れる平担而は，標高 300 江~350m てν どで，高{II:段五:面に当る。この平坦台地をおおワているものは女狩別層

(Ma) である。
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説明書

北海道地下資iiJjI調査所

北海道技 fini 斎藤昌之

タ H属託藤原哲夫

!/ 技師[ 石山昭三

グ 1;tf;l'JfIU 松井公平

はしがき

このI' %i 市民は，北海道明発 ;j: から依相されて作成したもので，里子作詞 1d 土，昭和 29 年に延

約 100 H を出して行い，以来北海道地下資i， it/ 調査所で宝内作 5~ を杭けてきたものである

F? 斗調査は，主にL- irJ r，松井の ri可名が，地域を分 HI して主り(石山は留存都を中心にし

てほぼ南半部，松井は喜!支別を III 心にしてほぼ北半出入荷牒ば i可名の調査を指導補足し

た 語原ぽ主として宝 FJg1t~~ を担当しだがラ;; L渓 l::;;I'X)~!I t\に近接する一言 [jI lL域の野ヰ詞五}こ

も?当勺た なお，下蹄1I Jおよび~'{狩日 'J'; 5:から隣提同 ~ll(~ 守ぷ Ie 連なる j lL tD~ は，北海道

半日井義!払百京教育た学 H桑田王日 IJ ，北海辺と下資;店主 j査と居繁昨氏らの調査資料を予 IJ

JTJ させていただし

この JililY~ は，いわゆる河南北海道にふくまれるが，新し(、火山 I噴出物が厚.くかつは;く JH~

おしているので，有用 j広物にはみるべきものがない しかし平坦な日以台地は，馬鈴薯

をはじめピ -1 ，アスハラカス，亜科など，北海道 jj' 産長作物の定地としてl} ~Jj 仁をあびて

おり， イミ J宅地引を!り J らかにすることが望まれている

この 1(1 )D~ の ltlT 1'調去は，長 JfiP; と佐々保民とによって， °H 丹羽 16 イド ~8 年頃に開拓 j'J な調

行が行われている それによると ， i;r::[J 時中共日世の)(山市町によってもたらされた;子石流

と号えられる j色村 間ぷT1' [;I I" 'I ，守引円ー の ~;E' ，-圭していることが， Iリ]らかにされてい

*勝井義雄氏から提供された羊蹄山の地質は.未発表の貴重な資料であるので， とくに，

附録として詳湘を巻末にのせて参考に供することにした

- 1 ー



る c これは，古典としては貴重な文献であり，少なからず参考となった

報告にはいるに先だち，調査資料をJE供された勝井義雄，藤田王則，土居繁雄の三氏，

および[Xl版作裂を担当された北海道地下資源調査所大島't智子氏に謝ぷを去するコ

l 位置および交通

この閃l恒の 'P:~同は， 北緯 42)40〆~42 ご 50'， 東経 140 コ 45'~141:C' ，リ J~~r iSの西南方約 50

km に当る。

{園立公園境界側園境

/0 20m

第 1 図

tV~\ 3そぷた さ;<，べつ さ弓ごく (.~ '"々 ん

行政的には， 六、 i毛布;が後志文げの任中 }f で， 虻田郡山可別 [HJ 0 同郡京相村。同郡(具主 il 三:

るすっつ ;tっかり

fHJ0 同郡留布都村。同郡山狩村 lこ属し， f河内;地区のごく一郎の HUl'~ が， )j :J 振支庁の虻同郡

王勺 YC 二~:弓与 ょうす

II サ爺村@同郡豊浦町。有珠郡大滝村にふくまれるコ存!支別-，- jT 街，間 /j 王者 GTjjfij ，よ'£3守市街な

ど， lHJ 村役場の ri) rイt:地があって，それぞれ，アス八ラっ 7ス，ピ- r ，亜 II誌などの小さな雫

散地となっているが，この地域の東げ li を南北に縦走する同鉄)J ~ l振械にそう立そ別 rlJ 街をの

-2-
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第 2 図 尻 5JU岳北京LU麓より北東方向を望色 (土民繁雄撮影j

市街Jl1~!士喜茂別市街，その背後む平よItな flJ出 i士官i f，':ji<300 m~450 m の段Jj:fj J也(高 11目立五:1fiわである 段 Fi:商は"'::;'，J:5JU.l詩でおおわれ

て」、るが f :.cC') Iご部 iこ Ll(:j NT"Ji :li i ， ftti 句カド仏られる (ワカサタザブ附近でよく店主主守される)



ぞいては，全く活気がない 3

札幌から喜!支別までは，約 41日間の列車行程である c 夏季には，定山渓温泉からこの斗

域をへてi[~爺湖温泉に通ずる，定明ノミスを干11用できる。定山渓から主別までは約 3nu問

であるごこのパス路線からは，荒ばくとして開けた高原に，えぞ富士と呼ばれる Y寸~f山が，

くっきりと浮んで，それは，本当に北海道ならではの民観である

E 地形

標高 200m から 400 m に， しだいに移りかわる平坦な段正面が見事につづく これは

立狩留方都高原と呼ばれ，噴火湾沿岸から遠く定山渓山塊にまでつづく，段丘台地の一主;

:こ当る=この段正面は，氷期と関連をもって形成された海成段丘面であり，この地同には，

大別して， 200m~250 m, 280m~400 m の 2 つの面がみとめられるごそしてそれは，三

別地方の中位段丘面，高位段丘面に，それぞれ対応されるものと考えられる。

この段丘面を基底とし，この高原とよく需和を保って，コニーデ雪 I~ の下開山 (1 ，893 m)

が，美しく裾野をひいて北西隅にそびえているつそのほか，尻別岳(1， 107 m) と詰負山

(715m) が，こぶのように中央にそばだち，南東隅には， 貫別山 (993.5 m)0 !1-frUJ (940

m) などゆるい傾斜の山塊が，隣接図 I~高「壮渓珠」の地域からつづいているが，これらは，

第 3 図 喜茂別町鈴川から羊蹄山(右)と尻別岳(左)を望むご(藤原哲夫撮影)

-4-



3手

段正而形成時の長Ij削作用をうけた形跡があるす

このよ由民のぷ系は， 下蹄liT 尻別 13 一貫別山を結ぶ稜線を1]'2 として，北東利市 [hi] の

ものと，南丙利市 (HI]のものとにわけられるこ iN 白は，この地域の南東|科を通って下W'~irlr の

グペま Uえんこち

東張、をぬけ， 日本海 reil:ぐ尻別川およびその支流(登延頃川。オロエシ v リペツ川 e 存↑支

別川など)であり，後者は， この;色J:E~の中央，留年都附 ;U:(こ泌を発して下・制(IrJ]の丙誌で

ぬきベつ

尻別川に合流する点狩川と，南西流して噴火湾に)1:ぐ貫別川である、いずれも段丘台止を

深く五IJみ，河岸 lこは，多くの美しい忠出をみせているが，尻別川をのぞいては沖積止の完

達が小さく， 'I整 i慨に利HJ される効果は少ないっ

皿地 質

III.1 概説

洪積世にはげしく行われた火成活到ば，この i':1:tE 2のほとんど全域を， :ri;t 岩。熔結凝!之岩・

火山 VF 屑岩などの新し l ~火山噴出物で厚くおおい，新第三紀の Ti l再(土，ごく限られた

に，わずかみられるにすぎない

これらは，化石によって|時代を決定することはできないコしかし，丙南北海道について

発表された，いままでの調査資料を参考にして，岩 }'f や分イ Ii 状態を昨日 1~ し，あるいは段丘

而との関係などを考慮して，いちおう，模式住状閃にしめすような屑序匹分をすることが

できるつ

新第三紀の拝)誌は，すべて火山岩および火山砕屑完で，正常な1- 1訂前日をしめす地層はな

いっ下部をしめるものは，緑色凝り〈岩，プロピライト，石英粗商岩および石英安山岩であ

るつこれらは，いわゆる司 II 縫期の火成活動の司産と三号えられるご上部をしめるものほ，現

Ir~ 別熔岩，矢口来別火山噴出物，カシプニ惇完および三の原屑で，一部をのぞいてはいずれ

も情岩であるこしたがって，時代を決定することはきわめて|垣間 fであるが，岩 Tt の変百て

いどから黒松内明若しくはそれ以問のものと推測される。

市円紀は，この地Jp~の地質構成からみて，きわめて特ちょうのある時期である、この日

明にば，火山活動がきわめてしれつであると同時に h界疋勤も急速に注み， 2 段の段丘

が主しく発達している)この段丘形成時の Jf昨日却をのぞいては溶岩流， i予石 ii 〈，火山花な

と、の火 rlrrr t' HH 物である r 模日村 :J'4;~/-t ，ボン百 Blj 山!右刀，竹山府汗，貫別山 AF;tjj ，化物 LL)":;~{';

*斎藤昌之・小山内照。酒匂純俊:

5 万分の l 地質凶幅説明書「登別温泉」北海道地下資源調査所 (1953) を参照コ
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などは，その岩立と地形の開 1fr皮から推測して新第三紀鮮新世のものか，とも:考えられる

叩}

め， i川|川4爺カ/ルレアデ二ラと l閑完係をもつ岳山別情結凝!ヅ〈岩と留キ昔[3J詳の if~TI爺火I1J噴出物が丘;く分

布し J川名山町t0や壮渓珠熔完も，隣J主:の「壮渓珠一同幅tむたそからのびている一 i共債世待

、の地114 としては，員褐色の特ちょうある火山l代目の ~'~j守別居が， I噴出 iiJj(ははっきりしな

いが，ほとんどこの地域の全たえをおおってf広がっている また，支窃情結凝り(岩も速くこ

の店域まで到J圭していると現[仕[こは l' つては， 下日I~:):'山の日到があった{そして，いまま

でのべた各地目で構成されている山休の/蛇には， }:Ji:iR注.r1Hd物および岩詑.rftW物が主J呈し

ているが，とくに， 下~liJ r [J琵と Jf{別III佳とにいちじるしい

m·2 美佑屑

この JihJr'~はに持する I~ I:渓fL Iスiii届で，牒 U}lt1T,)~によって呼称されたもので，いわ

ゆる口II[縫杭に対比される そのうち，プロピライト<}日 Ijj(11 岩，石見安山岩は，この h

二まで 1ftイIiが拡がり， 1':(\幌市部の各河川にれってわずかであるがみられる このほか.

それらの民出と [[Tf悼の I~係なく， I叶 III冨の百端j中央にはい色凝一行とブロヒライトが示 {ii

し，白川 I [TIJ とにはごくわずかプロピライトがある〔 しかし三れらのものも，!目立から 711 日

~I![ 拾円!とされるものであるから， たi'1l居にふくめて札， f~ った

!{LfTT と!討作関係により， 下位から，花園事 f( 色凝民 1~~h~t; , 二ーロエニノシリベツプロピライト

ャ.;; ~~ci ， 栄行~卜TWLi岩汀7・，金山沢行英支rr J'f~ιt:~t岩にわけられる

]1[.2.1花園緑色凝灰岩層 (PI)

この地!凶は斤;;il;):ミ別と自]保 i斗とにはさまれた，襟 lワ'j 496.8m rJJillの正性をなして

さしている この地 J ¥~ll; の1:はには，プロヒライト昨岩がのっているが， [I日主の関係を翫宅一?

できるところはなかった

おもにに凝叱'/;と続!}:立砂岩の互!凶からできているが， j列f可!li花牒!栄従綻!川dヅ-J:ぺ:一1目;の;戸4、引iJ

る (早手さはイ不:'1川リ山jである 砂岩(はま， f川dリ必」べく;紋ν4L色をした lぺ中:ドj 杭ないし i机l日[山山f仁れの凝1川，ヅ火y九Lぐ『口-のものである 淀

I川勺Jぺノ)li:U円守:は土，以色の巾中粁杭ないしf判刊l日l咋半粒，I.の千行i 児 iね札[日lf而(I“Id(?7円r?7:?日一のもので.行犯Kが多くみられる そして，

れの凝lJJ17から， しだ l' に月牒凝IXむに防化している fir 棟(土， 任 O.5cm~2 em てい

どのどきさの，ブロピライトイヒイ引 Hをうけた輝行夫rll !f~の {LfJj・が主であるが，そのほか.

少はーの日T1 iJ刀〆J~色砂77および石児HWii岩なともみられる

]1[.2.2 オロエンシリベツプロピライト熔岩 (P :l)

このプロピライトは， IJ L.7J lj川のと流地 'fす，すなわち，その交流オロエンシリベヅ川， {j;:
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><60 II ニコノレ

第 5 図 プロピライト熔岩

(御園附近)

山沢，登延頃J!l，与!可別川などの河岸に露出しているほか，真狩知来別から翻]保内にか (j て

の地'常およびポン貫別山の南側地帯にみられるつその模式的な露出地は，隣接関幅汁1:渓

珠」な hの金山沢入口である いわゆるプロピライト化作用をいちじるしくうけて， C~ 岩

の構造を残しているものは少ないコ一般に，常褐色を帯びた紋色の堅田椴密な岩石である

が，ところによっては，月時決構造をしめす部分があり，角球凝氏岩を伴なうこともある

金山沢附 j'iのものおよび御保内附 jiIのものを顕微鈍で観察すれば，つぎのようであるッ

金山沢のもの:斑品の斜長石は，半白形また

は自形の柱状結晶で，曹長石や方解石にかわっ

ているものもあるが，かなり新鮮なものものこ

うて νて，来片双晶，アルパイト式双品および

累帯構造などがみられるコ An 55-65 で曹灰長

石の成分をしめすコ斑品の普通輝石は，斜長石

にくらべて結品形が小さくほとんど緑泥石や

し，石基にちらばっているものが多む~石基は，

ノ、イアロピリテイザグ組識で，局部的に流理構

造も発達しているつおもに，針状または小さな

柱状結晶の斜長石からなり，その聞をガラス。

緑泥石 c 方解石などが埋めている

御保内附近のもの:インターサータル組織を

わずかにのこしているっ斑晶と石基の構成鉱物 PI: 斜・長石 Ch: 斜長石の緑泥

は，ほとんど分解しており，斜長石は絹雲母に， 石也した部分 C: 空隙

輝石は緑泥石に，それぞれかわヲているコまた

一部には石英によワて交代されているところもみられる。

][ｷ2ｷ3栄石英粗面岩熔岩 (P3)

この石英粗両岩は，東に隣接する「壮渓l~ミ」同幅の存茂別鉱山附 jJJJ乙模式的に売達する

もので，この図幅では， ~-r ミ:bU Jl l上流の地帯にごくわずか分布している。淡褐色から紫褐

色の徴密なリソイダイト買の石英担而岩であるが，珪化して，氏白色ないし赤褐色のとく

に堅田淑密なものにかわったり，あるいは[札震になって，緑色凝灰宕とまちがうようなも

のになったりする。

顕微説で観察すれば，つぎのようである

斑晶の斜・長石は，石基のものにくらべてきわめて少なν。半白形のものが多く大部分

は絹雲母イとしているつ斑晶の鉄苦土鉱物は， まワたく分解してしまって，みとめること

ができなし~斑品の石英は，ほとんどみられないっ石基は，ガラスと庫竣状物質からで

- 8 ー



きているが， t:1Z粒の石英で置換されてν るもの

が多い

][.2ｷ4 金山沢石英安山岩熔岩 (P4)

この Tl ITE 友III 岩(土、 Y>. Ll r沢およこ J: オロエンシリ

ベツ川にう jイIi し，ブロピライトを不整合におおっ

ている Ii白紙色ないしい色の堅 i:町民密な岩石で，

丹礁伏構造をしめす l守ちょうがあるこ捕獲岩片と

して，芯化宕。プロ乙ライト e 以色凝町岩・などが

とりこまれている 日通江口先の斑 JH11 がひじよう

に多いが， Ir可ヨ1'1 1 になると， 日)~の斑品がみられ

なくなって，ヰ Ji 色密なプロヒライトの斗慨をし

めすっ

第 6 図栄石英粗面岩熔岩

(喜茂別川下流)

><60 II ニコノレ

PI: 斜長石 G: カ守ラス
顕微主党で凱察すれ(乙つぎのようであるづ

斑品:斜長石石英輝石類

斜長石は， 0.32mm><0.49mm 位の干白形または他形の結品で，曹長石や方解石にか

わってν るものが多ν 石英は，径 0.32mm~1 mm 位の破砕片または融蝕形をしてい

る 輝石類は，完全に緑泥石にかわうているものが多い

石基は，ガラスがひじように多いもので，ハイアロピリティック組織をしているが，

部分的にはインターサータル組識をしているところもある 誌泥石?とが，一般にいちじ

るしし、土

m·3 鮮新日!:の火山岩および火山砕h~岩

これにふくめられるとラえられるものには，実帆別咋官，知ァ;ミ引火\\J噴出物(集塊忠と

溶岩)およびカシプニ信吉がある これら!打互の f: 下関係:まわからない乙また， J: ドの止

屑との関係も 1 りj らかでない したがって， [Itf出川市jを;ノ定することはできないけれども，

!6tTの変質の度合()ミ笛層のものにくらべればはるかにおし 3 けれども， ~\;j~?，尼行化作用と山

酸J·fr~化f!p:nJ とをかなりう:アている)から，黒松r;~ !サI (併殺ft宣)のもの(ある~まそれ以~jlj

o もの)と与えられるつ

][.3ｷ1 奥幌別熔岩 COLa)

この情 77 は，南に持する「虻FFl I':Q I~品の実帆別を中心;こして JJ< くイ 7、 fii ーする宗蘇輝行汗通

埠行安山岩で，この間話で:土，竹 Li Iの南藍(ホロベヅ川のと主)にわずかみられるュ忠色

の哩 1 旧制密な~';， ri で，ときに，任 5mm くらいの引長行 ;1f;tJ Jがみろれる

-9-



顕微注で観察すれば，つぎのようである c

斑品:斜長石二 p普通樟石・;紫蘇輝石

斜長石は， An55~65 で曹灰長石の成分をしめすが，灰長石もみられる。普通輝石に

は反応緑、はみられないが，紫蘇輝石には単斜輝石の反応縁がみられる二ときには，方解

石 fじした斜ー長石や緑泥石也した輝石類、もみられる

石基:ハイアロピリテイザク組識をしめす二おもに，ガラスと微粒の磁鉄鉱とからな

り，輝石類(紫蘇輝石二〉単斜輝石)はきわめて少ない

]1ｷ3ｷ2 知来別火山噴出物

点j守知未zUから御{呆内にかけて分布する，輝行夫山岩昨宕と同区の宰塊岩である プロ

ビライトを不整合におおい，中i立段正:liU占物。留存都，W4 0 -~!rj守別府などにイJ整合におおわ

れている 下日cから，克j守知来別集塊岩屑と lujJ保内情岩とに令[H すされるこ

]1ｷ3ｷ2ｷ1真狩知来別集塊岩層 (Tv1)

この事堤告は， tn守先l来別i:iii立に分布するご決黄色ないし黄峠色を宅し，宰ノから if 50

em内外までの判長行斑 JlJlが日 tつ百二通時行紫蘇耀斤ど if r~!i"の角械を，の併行で時計

した集境目で l台~をはさむこ

}fj操を顕微践で観察すれば，つぎのようである

斑品:斜ー長石\》普通輝石・ i紫蘇輝石

石基:ハイアロピリティック組散で，カ守ラスと斜長石とからできてし、る そのほか，

少量の磁鉄鉱と粘土鉱物がみられる

]I.3ｷ2.2御保内熔岩 (Tv2)

この情岩(ま，推!J保内から守町三ミ別にかけて \+(1)する三色町密竪切な紫~(H事乏

石支山岩で.空[涼をもっている

顕微で翫察すれば，つぎのようである

斑品:斜長石普通輝石紫蘇輝石

斜長石は， An60~70 で曹灰長石の成分をし

めす 内部石の聞には/之応縁はゆられなV し

石基:インターサータル組識をしめす、おも

に短時状の斜長石と ijl 奈l 輝石とからなるが，ほ

かに，ガラス，斜OJケ輝石，磁鉄弘もみられる

空路には，j;解石や王引が生成されている

なお. この岩石には，未加現象として，輝石

の一部がエヂリン輝石に支ワている現象がみら 第 7 図 御保内熔岩(御保内附近)

.:rLる ﾗ60 f/ ニコノレ

]1.3ｷ3 力シプニ熔岩 PI: 斜長石
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この熔17は， この止域の北東132計三わずかに党達する汗ー通輝打点IfJ岩である この地域で

このなお，

は，下位肘との関係はまったくわからないが，隣持l司l隔 if具矢IJ記 J ~l!l同の脇 /jでは，脇}J

*同(プロピライトを作なう火山「IL屑Trの Jtl:: Jt'"i)のうえに不整合にのっている

，t/;岩は阿紀の J! ll~ 名山 t8'bや ~'n守別!討に不整合におおわれている r タト観は， HI"f l):色の散

密堅 (Il!な玄式岩のような!占じのする岩石で，判長行の斑J111がわずかにみられる

くわしいことは， iI呉川支J!叫同説IUJE;ょに記載されているので， き11日されることを願う

mｷ4三の原!百 CSt)

この Hth ，tfj ば，ポン員別山;日誌の百万 lj 川河 l4~ とオロヱンシ I) ベツJl!からわかれて〈角点標

l苛 538.8 m Il rl こ [11J う沢と， 2(困 "y Iこ以 H~ している ともにがきわめて印で， J二

ドの ~·ltNI1 との関係はよくわからないが， iTEll川河i-l~の様子で(土， fZJF者l;r\"J におおわれてい

ることは確ヲミである

しかし，

このと!吉町のセく[ごj じヰ，llt;r;;が，活に持する←里iii] ~ 1'~i%J Hの毘2iJ川7rJF1~!二 )j~ く j}

ネネ

小山lJ~ !':i日(土，それを哩守昨日戸j とし i~)II~~;H主のに対比した市している

トホ日目群との|況には不整台があり，手ftTもひじようにちがうことから同氏は，

;--，~\ '1;~'; j~:~ ~Jcのものであろうと三えている また朕!反f守);(土， この地 lγjの下にぇの!立合

から灯 :#if世，あるいはそれ 1 、~ ;jif とえね[まならぬど:J l岩顎を多くみている 二 Zl らのこと

から，いちおう杭の;~二 i、iJ1 するよ主 1\、とぢえることにした

しで配察すれ[ま，つぎのようである

ガラスのなかに，多肢の奈|長石破砕片のほか，角閃石，

られる 捕 Jf£ f~ }十としては，珪主忠，ガラス r己主:UJJ/;· ，

輝石類，石英などの破作片も

頁t?などがみられる

目 .5 昨新日:ないし雇新型j:と考えられる火山r岩

この二{ま， ~tflfI·の支古代告との問何日告とから ι:紀のものか紀のも

のか:まっきりしないと7討がFい 模叩 1*t(t :t~ c ぷこ/民日illl; 昨日。 '['n[rt?t!fi0 tt7.JJ;[rl~;t !f i

(ヒザヴIi;守口などで，いずれも，行主のイ f色j' j人物が， わずかで、あるが休日己行(としており， I

もかなり解 i、'Tが進んでいる おそらく， f~j.f~f)7世のから 府の初 iり 1にかけて lin山

たものであろう

).5ｷ1 模範林熔岩 (MLa)

dぞ

*'長

土日一繁雄。長谷川潔: 5 r:i分の 1 j也 ~l'<[ 幅説明書 J 倶知安一l 北海道開発庁(1956 年)

小山内 f'~日: illl 振 ij~i ;同市;胡西部及び西南部の地質 北大修論(手記) (1950 年)
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この惰岩(ま，了二日市南西山誌の模¥fi*:本附Iiiの小高い丘をつくっている昔通輝石紫蘇輝石友

山岩である:この丘の頂市(ま標I古 260 m-280m で， この頂部にだけ熔岩が蕗出している

が，それは，上をおおって.r it日した留キ昔日層や真狩別層が，その後の長Ij削作用で流亡した

結果である r この熔岩はげ Iiの状態から考えて.あるいは l~~f 火山の基底となるものか

もしれないが， I山らかではないに

この熔岩は礁となって中位段丘.r if:積物 ri=r に多量にふくまれているごまた見掛 f-: ，留寿都

屑のド白じであるごなお，まえにあげた標高 260 m-280m の小 1:-' トい圧の頂部は，同位段丘

形成 II寺の，ほほ剥削最下 i恨の両をあらわしているものと考えられる

これらの地目徴候と，岩巨の変質の度合とから，鮮新世主再!な l) し更新世初開!のものと

推察した

顕微鋭で医察すれば，っき、のようである

斑品:斜長石三紫蘇輝石 背通輝石

紫蘇輝石の周辺部に，単斜輝石の反応;縁が一形成されているのが，特ちょう的である

石基:インターサータル組織をしめすごおもに，短時:伏の斜長石と柱状の輝石とから

なるが，ほかに，磁鉄鉱守口ガラスもみられるこ輝石は‘ほとんど斜輝石で紫蘇輝石は

きわめて少ないー

第 8 図 ポン貫別山熔岩

(ポン貫別山)

x60 II ニコ/レ

PI: 斜-長石

m:.5ｷ3 竹山熔岩 (TLa)

この熔岩(ま，竹[1rを構 ijえしている含撒撒石紫蘇

m:.5ｷ2 ポン貫別山熔岩 (PLa)

この熔宕(ま，ポン貫別山を帯投している合石英玄武岩丘三山吉で，ーの原からポン貫別

部落に通ず、る道路の切取りで， 2f国の好露出があるこ;;~;色の堅民的?ちtな岩石であるが，

風化した部分は i:}~似色をする しばしば，石 I}ミの斑iもがみとめられるこ

顕微杭で観察すれば，つぎのようである〕

斑品:斜長石\普通路石 紫~t，**草石一石英

斜長石は， An65-70 で官灰長石の成分をし

めすものであるが，このほか灰長石もみられる

紫蘇 *?ri 石の周辺部には， lf- 斜輝石の反応縁がみ

られるニそのほか，石英の外来:詰品や 7融関石の

残品もみ、られる c

石基:インターサータル組識をしている一お

もに，短時状斜長石と柱状の輝石類からなるが，

磁鉄鉱やガラスもみられる一部石は，ほとんど

が単斜輝石で斜ー方輝石はきわめて少ないこ
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輝石昔通輝石'dell!万で，図幅の南東|科に，金山沢七.英夫山岩および奥幌別熔岩を，不整合

におおって分布している 8 /J-J火色から暗灰色をした堅田椴密な岩石で，余i長石と輝石がよ

く識別される。とくに科長石には径 1cm に達するものがある

顕微鋭で観察すれば，つぎのようである

斑品斜長石普通輝石.紫蘇輝石撤撹石磁鉄鉱

斜ー長石は， An65~70 で，曹灰長石の成分をしめす c 両輝石聞には反応縁はなし、

石基:斜長石。普通輝石。紫蘇輝石・ガラス・磁鉄鉱・燐灰石などからなり，ハイア

ロピリティック組識をしめす c 部分によワては，輝石と斜長石が出集して，玄武岩状の

i司源捕獲岩となワていることがある

)ｷ5.4 貫別山熔岩 (NLa)

この信行は，貫別山を構成する tij--] 五時石紫蘇輝石交山岩で， 11吉古色(児色に;iJ: p) ;ff~ 密

竪 l辺な，町長石の斑品が日立つものであるこ貫別山と，まえにのべた竹山とは，尾根つづ

きであるが，両者の関係を j日むことはできなかった二同時代の噴出物と考えて，おそらく

同志いないと忠われるが，登延頃川の支出〔をの[まった際の感じでは，この熔岩が，竹rJ rt Ft

岩をおおうような気がしたっ

同i;fih~ で観察すれば，つぎのようである

斑品:斜長石子、普通輝石・.紫蘇輝石\磁鉄鉱

斜長石は， An60~65 で，背反長石の成分をしめす

石基:ほとんどガスラからできているが，そのなかに，細粒の磁鉄鉱のほか，ごくわ

ず、かの輝石類(斜方輝石が多 ν〉および斜長石がみとめられる

Iｷ5ｷ5化物山熔岩 (BLa)

この熔岩は，化物山を構成する合石見角!日石，汗通輝石紫蘇輝石友山岩で，青!花色の経l

密な石;r，に，大形の余|長石結171が日立つものである 下位の地屑との関係はわからないが.

自在都屈に不整合におおわれている

df~微院で観察すれば，つぎのようである

斑品:斜・長石〉紫蘇輝石'二普通輝石 石英・.角閃石 磁欽一弘

斜長石は， An30~40 で，中性長石の成分をしめす 灰長石もみられる 両輝石の問

に反応縁はみられな(，-，角閃石は輝石にかわって ν るものが多い 石英は外拠!詰品であ

るこ磁鉄鉱の斑晶が多いのが特ちょうである

石基:おもにガラスからなるが，ほかに.斜-長石，磁鉄鉱などもみられるに輝石類(奈 i

万輝石手斜輝石)は，きわめて少ない
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目 .6 弟四市己層むよび、第四紀の火山岩

〉く 60 1/ ニコノレ

第 9 図尻別山;溶岩

ct毒負山採石Jgj)

PI: 斜長石 Au: 単斜蹄石

Hy: 斜-方輝石 Mg: 磁鉄弘

Py: 角閃石から交った輝石

四紀の岩層は，洪積世に属する段丘堆積物(高位。中位。低位の堆積物がある)のほ

か，沖積世の扇状地堆私物，岩佐Jf~積物，現河)末堆積物をのぞき，いずれも，火山岩およ

び火山砕屑岩である。

洪積世にふくめられる火山岩および火山砕屑岩は，段正面との関係から，新!日の 2 つに

わけられるこ III 削とよばれるものは， もっとも高しユ段丘団で切られるもので，下から尻別

no熔岩。 ilRJ爺火山l噴出物。 j民主'r r Lr熔岩。壮渓珠熔岩にわけられる c 新明とよばれるものは，

主体は，まえにあげた 3 段の段丘堆積物であるが，そのほか，この地上或の高原台地(中日

~高位段正面)をおおって広く分布する立狩別居，さらに支窃悦結凝灰岩がふくまれるコ

沖積世にふくめられる地屑と火山吉類とには，下蹄火山噴出物と LJ，j状地堆荷物， ~;}{~~j-H~

積物および現河川の河床堆積物があるつ

).6.1 尻別岳熔岩 (Lal)

この惰岩は，尻別岳および詰負山を構成する合石英角閃石，汗通輝石紫蘇輝行交山1'- tで

あるコそのほか，軍人山をはじめ下附南山麓に，ぼこぽこ癌になってのこっている小百 I. ，

削剥残圧は，この熔岩でできているつしたがってこの熔岩は， ]}{別日および、陸負山を中心

にして，かなりの拡がりをもって溢流したものであるが，その後の削制作用を相、引こう!ナ

たものと解される。青灰色ないし褐灰色の，比較

的相緊な感じをうける岩石で大三きな主 F引「?l 長石の斑

J品n

あるコ

この昨岩も， nrY UJ の1I!} [lJj が lin らかで、な l' が，ノレ

ターン百万で見掛けと，明石都屈におおわれている

ので， '{共存{世初 ttl]に ni' ftH したものと考えたっ

~;(t 以3fi で観察すれば，つぎのようである

斑品:斜長石 a紫蘇輝石普通聞石石英・

角閃石

石英は外荒佑品で， ところにようではかなり

の量がみとめられるつ普通輝石には反応縁がみ

られないが，紫蘇輝石のあるものには単斜輝石

の反応縁がみられる〔角閃石は輝石にかわって

ν る斜長石は， An 45~60 で中性長石なし、し曹
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第 10 図喜茂別熔桔凝灰岩

(北鈴川附近)

x60 II ニコノレ

Q: 石英 Mg: 磁鉄鉱

Ho: 角閃石 pc: 紹糸状ガラス

PI:;斜ー長石 c: 無色透明方、ラス

灰長石の成分をしめすものであるが，ほかに，一種の捕-獲結品として灰長石もみられるつ

石基:インターサータル組織をしめすとおもに，短 ITIt 状の斜長石と EZ 蘇輝石(まわり

に半斜輝石の附着することがある)からなり，ほかに，磁鉄鉱。ガラス。斗 1斜輝石など

がみられるコ

1ｷ6ｷ2洞爺火山噴出物

この火山口HHi物は， 1ui ，;~mf町 7f!?TT であることがね:ちょうで，下位から;:~~/立別熔結凝I:J(岩

と留)J'吉[;)S~ とにわけられる 確ヲミにかj爺iMJが噴出{ぼであるという証拠は，いまのところみ

ておらない p しかし，号、イドーの日開や露出の状態から考えて， rInIIIi!J jt を洞爺 iM] に求めるのが

最も妥当である ο

1.6ｷ2.1 喜茂別熔結凝灰岩 (TKw)

この熔結凝/)くら Lは，吾ぽ別市街附;IJ:からお ]l[ にかけて ， 1凡別川の河岸に模式的な長山を

みせている二そのほか ， -~t 田~ l'~ir~ 面と fょする附;IJ:の貫別川河岸に，ごくわずかの胞団に分

布しているコ(ただし，南西に接する「里 )ffr~ I'SJ 悩 )Jq には，貫別川に沿ってかなりの ;l包囲に

;]'-1' 11 している)この filij 脱出は，ひじように杭れているが岩 J1 は同じで，灰色の石見相出岩

T'l熔結凝日岩である

模式地では，住 1元自 1'il盟が完 i主しているが，ところによっては，任数 cm~20cm の汗石

を多日にふくみ，指じくの安山岩亜向 1深も j手少まじえ， flj 緊な凝!ズ J白状にかわるコ

寸引こ， f 主 lmm 内斗の石見下立を予 iむこふくんでいるが，これがこの熔結凝灰岩の持ち

ょうでもある 3

顕微鈍で猷察すれ(ま，つぎのようである

おもにガラスからなり，その中に多くの石英

と斜長石の破 ·(ij;~ 片をふくむ そのほか，紫蘇輝

石や角閃石などもみられる石基は，流理構造

をしめすところと， しめさな ν ところがあり，

そのガラスの形態に 2 ワの部分がある

Iｷ6.2.2 留寿都層河川

この地!日は，国幅のほとんど'i ~.hrX にわたって寸

イ11 しているが，とくに南凶平却に広く廷達してい

るぺ模ェにはな露出は，民別川流 h'~ でみられる二主

として浮行および火山!とてよりなりの行児砂

と少日の交山 J占小礁とをまじえた，桃色村[震のい

わゆる浮石流であるコ
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第 11 図土場附近(虻田図幅内)でみら

れる喜茂別熔桔凝，灰岩 (TKw)

と留者一都層 (Tr) との関係

灰色をした熔結凝灰岩(喜茂別熔結凝

灰岩)の上部は粗老になり，その上に数

em~lO数 em の黒褐色をした凝灰質粘

土をへて，灰色の粗転な凝灰質砂層がの

うている〔 この砂層は 2~3m 位から次

第に桃色を i市び浮石が多くなワて，つい

に火山灰層(留ノY都層)にかわる そして

砂層から火山灰層にかわる若干の間(所

によって若干違うが， 5m~lO m 位)は，

小豆大の i手石と浮石砂が互層し，偽層し

LV、る

回も，両者はかならずしも相伴わないけれ

ども，よく一致している。

このようなことから判断して，留寿都層

は，喜茂別熔結凝灰岩の溢流後，若千の間

隙をおいて，異なる環境のもとに噴出した

ものと恕定され，火山活動のー経緯をしめ

すものであろう

なお，このような関係は，登別地方をは

じめ，札幌@白老などの地方に発達する，

この図幅の北に接する「倶知安J [Z]~J日では，屑理をしめすが，この広域では1n~J園児であ

る σ 下部地屑との関係は，ほとんどみることができな l 'c わずかに，ポシ貫別山の南麓の

谷間と，南に援する「虻田 J 図幅の土場開;fiで観察された

土場附近では，留年都居の下部は分相互作用をうけ，偽屑した部分もあるが， Jリ(青色の凝

灰白砂崩にかわり，薄 l'片状の日吉 15色の粘

土を主!尽にして出)支別悟結凝灰岩に移って

いる c またポン員別山市麓の谷間では，プ

ロピライトをおおっている。

このように，留年部居の下位にくる地屑

は，かならずしも吉氏別府結凝灰岩ではな

く，場呪によって相違する。しかし，両者

の岩賀はきわめて類似しており，ともに石

英但面岩買である c 色調もて予定別，tf~結凝

灰岩から留よj全部;層へと，岩相の変化に応じ

て民青色から桃色にかわっている c 分布阻

従来泥流と呼ばれてきたものの巾の，肝不行凝町岩と汗石流との問にみられる関係と，きわ

めてよく一致している戸この;む叫こからも， この両者を，一つの火山活動のー経緯をしめす

キ 斎藤昌之。小山内照。酒匂縄俊 :5 万分の l 地質凶幅説明書「査別温泉」北海道地下資

源調査所 (1953 年)

土居繁雄。小山内照:北海道の熔結凝灰岩について 地球科学 No. 23 (1 955 年)

土居繁雄・小山内照:いわゆる支努泥熔岩について 西南北海道東部地域の地質第 2

報一一地質午雑誌、 Vo l. 62, No.724 (1 956 年)

土居繁雄。小山内照: 5 万分の l 地質|辺幅説明書「石山」北海道地 F資源調査所
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ものとして珂解するのが妥当と忠われる

][ｷ6.3 無名山熔岩 (la2)

この昨!占は， jヒ~~(こ按する[定山渓 j ['sill] 品および j荘に践する「壮渓珠」図幅からつづく

首通何百紫蘇輝行交山~-r;で，この図師では，北夜間の吾!百別川右岸 rui むを構成している c

H古川色から古川色， ときには淡何色をした，堅 f辺密な岩石で ， j五月一構造がよく完 j主して

l) る

jf~W ;z hi で祝祭すれば，つぎのようである

斑品:斜長石 紫蘇輝石 E つ普通輝石

石基:ハイアロピリティック組織をしめすごほとんどガラスからなり，それに産技状

のものがともなわれ，その中に，斜・長石。輝石。磁鉄鉱などが散在しているつまた，珪

ノじした石英粗削岩を，捕獲岩片として多量にとりこんでいる

][.6ｷ4 壮漢珠熔岩 (La3)

この仔;岩(土，況に践する l:lI: 渓 rtj 閃IVMIJj には;く廿イ ii する，ガラス質合石見紫蘇輝石支

rlJ 'b-である r この|叫 I隔では時別川のと流とオロエンシリベツ川の地岐に，模式的な毘

山がみられる 紫間色から黒色に;i ii い色調のガラス官の岩石で，判長石の斑 ITi が日立って

いる 流用構造がいちじるし L

自供花で凱察すれば，つぎのようである

ほとんどす、ラスからなり ， inc 理構造がひじようにはワきりとみ、とみられる。その中に，

少量の斜長石と紫蘇輝石が，斑品として存命在するが，普通輝石。石英。磁鉄鉱なども，

ごくわず、かみられるコこれらの鉱物は，半白形または他形の結品が多く，斜長石は，い

くぶん分解近昧であるが，アルパイト式双品や粟片双品ある旬、は累帯構造がよくみられ

る

石基は，不規則形の無色のガラスの問を，きわめて微細な汚染されたガラスでうず、め

ている

][ｷ6ｷ5 高位段丘堆積物 (Tl)

工 280 m-300m ていど(ときには 380 m くらいの lつまでみられる)のに分布す

る，砂。砂操。棟。火山氏。粘土などからなる堆古物で，ワカサクップ地帯(尻別川 dt 系)

とボン貫別山 11°Ult ， :Hゐ(毘 ZiJ川とホロベツ川の河町)に 3t") 圭する 主体は砂居と棟居であ

る ワカサタップ地市に発達するものは，礁は 2cm- 主二で一般に和 iかく，比較よく向

:とされ粒!主もそろっている 礁の種類には，又Lf r骨粗のほか 1)!J1;;j~ 岩など，この地域にみら

れないものの棟も多数ふくまれており，単一ではない 早さは， 1 1}1' によって異なり，かな

らずしも一様ではないが， 30m をこえるがみられる しかし，ポン貰別山商麓の貫別
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川河岸のものは，向汰が不充分で，喋には人頭六から 1m をこえるものがある。このよう

な大きな礁は，いずれも亜円牒であるコ

][.BｷB 中位段丘堆積物 (T2)

高度 200 m~230 m くらいのところにオイげするもので，狩市街F付近から模範H~付近に

かけて， sn守川の河岸に発達している。砂崩と棟阿を主とするが，粘土と礁とが互層する

部分もある。礁は，ほとんど模叩林熔岩で，立大~1 em ていどの大きさのものが多いが，

4em 大のものもみられる。

これとは別に， !JL別川の河岸には，高度 250 m~280 m ていどのところに段丘堆積物が

ある。これは，高さからいえば， Ii主位段丘堆積物lこ相当するようにもみえるつしかし，ほ

第 12 図 喜茂別市街南西方尻別川河岸にみられる中位段丘地積物 (T2)

平坦面の高さはほぼ標高 280m であるコしたがうて，高さから判断すると，高位段

丘堆積物のレペルにあるが， 構成諜の種類， 性質， 粒度および尻別川河岸にみられ

る，ほかの地域の段庄西との連結性などから，中位段丘J1{i積物(河岸段丘jetE積物)と

考えたコ(土居繁堆撮影)

とんど全部の疎が尻別日情岩であること，亜円操で粒皮は不揃，しかも 50em から 1m:こ

;5J) えきな礁を~政まじえていること，この.ttl:積物を目別川に沿って倶知安町、Piに下って

し 3 げば，次第にその附近に )f主する r[l 位段丘.ttt積物に移りかわること c この 3 つのことか

ら，中位段丘tjt積物とした。

][.B.7 真狩別層 (Ma)

この地J回は，長尾巧。佐々保正によって命名されたもので狩。自存者r;:'~~原を模式tr.~

とするつ俗にいう赤土で，いわゆるローム日の頭(寸をし，標而 200 m~400 m の平坦面を

おおって分布している。早さ e 岩相 C J的貢状態などの細昨は，場所によってやや相違して

いるようであるが，員褐色の火山 I-Jd二のほか，火山砂。スコリア。汗石。火山氏などから
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第 13 図 真犯:市街東北方でみられる真狩別

層 (~a) (土居繁雄撮影)

So: 表土

A: 火山灰土

c: スコリア

構IJ之されている F 自 If'剖;J;-"'Iが帰;桃色で，多 i止の石突砂をふくんでいる火山氏脳であるのに

反して，この地層は，行児祉のみられない茂褐色の火山民主同で，間にはさむ火山氏ι

桃色でないのが持ちょうである。 f手さはた休 10m 内ヰと思われる c

このよlt届の ~l~)r(には，粘 i二や砂i疎あるいは木51'を伴うことがあり，褐鉄広化のはげしい

すがみられるご ワカサグザプ附 ;11"では， P"J仕段丘堆桔物の陳屑のうえに 50cm~1 m

の桔色砂ヨ粘土， さらに 1 m~1.5 m の砂および棟(下部のほうでは互層し偽属する)の

ふ;三をへて，浮石やスコリアが互)討する ~~U守別府に作るよ見j守 1m苛附近では，中位段丘堆

- 19-



第 14 図 冥狩市街附近でみられる留守都層

(Tr) と実狩別層 (Ma)

So: 表土

c: スコリア

A: 火山灰土

As: 浮石質火山砂

P: 浮石火山灰ー

~，~1狩別層

留守都層

積物の砂牒)凶のうえに，粘上や火山町の分をへて，一見連続のような見か;ナで ~'g、'f 3 1J J凶

が堆積している。三の原南方では，高原 280m ていと、から高いところに，留年者G!函の侵蝕

平坦面を境にして l'~狩別!凶がのっているっそこでは，留寿都尉はごくわずか凹凸し，その

凹所 lこ， 1手石賀集塊岩といえるていとのものをわずか伴って，黄褐色の浮石層にかわって

いるのがみられる。

- 20-
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第 15 図三の原附近でみられる留守

都層 (Tr) と担狩別層 (Ma)

との関係

1 留寿都層

2 /~狩別層

3 留守都層との境界附近の立狩別層

はひじように褐鉄鉱屯している

4 また，狩別層基底の凹所には，

掌大の浮石があっまうて，局部的に

浮石賀集塊岩とし、った感じを与え

る

A

ーー一一一

ー------- -,一ーー一一~E
一一一一ー
'ー一一一一一一ー一---'["...--ーーーーーー，

したがって，この地同のに、j!:ば， :fit積Il l} に

第 16 図女狩別層模式柱状 l;g]

A: 赤掲色土

B: 灰色火山灰

C: 粗粒浮石

れるコ D: 砂(スコリア e 浮石をはさむ)

そしてその堆積の|時代は，まえにのべた E: 灰白色粘土(木片をはさむ)

ように，留守都居。|叫立段 fr..tit積物 e 中 1\L段丘J1tf~物のうえにのり， しかも，中位段正堆

みても;J<.成のものとはみられないので，一

部とくに上部は，風成層であろうと考えら

水の影響をうけていたものと解されるが，

400m 内外の平土日j百にのる浮石層(ま，どう

積物とは-~連続した tit:積物のようにみえること，および，分イ Ij高度が，中位段丘 I訂(高

定 200 m~230 m) と日位段正面(;日 I'工 280 m~300 m) とにかぎられており，より低い

而にはみられないこと，から，中!立段正 J仕積物の tit積と，ほとんど間隙のない頃と守えら

れる

)ｷ6.8 支箔熔結凝灰岩 (Sw)

この情結凝!チ(岩は，卓に接する「壮渓珠 J I'X]rp 亘からつづくもので，この凶幅では，鈴川部

落よりと流の尻別川に沿う;世帯に，わずかみられるここの際結凝同岩は，すでに刊行され

- 21 ー



* ヰ'* ネキ本

た， I白老J ， I壮渓珠J ， I石山」などの図幅地域が模式地で，それぞれ詳しく記載されてい
T

るし研究報告も発表されているので，詳細は割愛するこ

)ｷ6.9 低位段丘堆積物 (T3)

尻別川の河岸には，まえにのべた段 liJ j#.積物よりもはるかに低い位置に，局部的ではあ

るが，段圧堆積物がのっている。これは，尻別川の河段丘であることは間違 l) な l)c しか

し西南北海道の各地に発達する高度 100m 前後の平坦百(低位段丘面)にのる，いわゆ

る低位段丘堆積物形成時の河段丘に当るものか，あるいは，それとは全く関係なしより

新し l) 時代の河床をあらわしているものか，明らかでない c おそらく後者であろうと思わ

れるけれども，沖積世のものでもなさそうであるから.いちおう，低佼段丘堆積物として，

洪積世最と部と考えておく。

).6ｷ10 羊蹄火山噴出物

羊蹄火山 I噴出物は，この地域の irjl 漬世最下部と考えられる=本体火山噴出物と側火山噴

出物とにわけられ，前者には，下位から第 1 期溶岩 (Yml) ・第 2 期熔岩 (Y m2) ・第 3 期

熔岩 (Y m3) および破片的抽出物 (Y m4) が，後者には，下位から北山噴出物および熔岩

(Ypl) ・南火口熔岩 (Yp2) 0502m 山溶岩 (Yp3) ・ 650m 山熔岩 (Yp4) が，それぞれふく

まれる=詳細は，附録として巻未にのせた， ~吉井義堆氏の原著論文をご覧願いたい。

]I.6ｷ11 沖積層

この地域の沖積層としては，羊蹄山や尻別岳あるいは竹山などの山麓にみられる，扇状

地堆荷物および岩錐堆積物 (Ft) と， ilPf 吉原野を埋積する砂棟粘土屑 (AL) がある。 と

くに前者は，羊蹄山と尻別岳の山替に広く分布し， W麓地帯の地下水保有地層として重要

な志義をもっている。これに反して，後者ーは，尻別川に沿う地帯にみられるていどで，あ

まりぺきなものではない c

W 地史

この地域の地質構成が現在みられるようになった経緯を，いままでのべてきたことがら

*土居繁堆 :5 万分の 1 地質図 i隔説明書「白老J 北海道地 F資源調査所 (1953 年)

料藤原哲夫 :5 万分の l 地質図幅説明書「壮渓珠」北海道開発庁(1959 年〉

料* 土居繁iit° 小山内照 :5 万分の l 地質凶幅説明書「石山 J 北海道地下資源調査所

(1956 年)

土居繁堆。小山内照:北海道の熔結凝灰岩にづいて 地球科i? No.23(1955 年)

土居繁椴。小山内照:いわゆる支努泥熔岩について一一西南北海道東部地域の地質

第 2 報 地質学雑誌、 Vo l. 62, No.724(1956 年)
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て外

Z聖

から，簡単に考察する。

この地域にみられる最下部の地層は3 火山岩および火山砕屑岩からなる，いわゆる訓縫

統に対比される美笛層で，先第三紀・古第三紀層などはみられない。このことは，サながい

削剥の時代をへた後，新第三紀初葉になって，はじめでこの地域が海水下に没したことを

物語るものであろう。

美笛層の堆積後，ふたたび陸化して削剥の時期に移った〈西南北海道の渡島半島部に普

通にみられる八雲期の頁岩を欠いているのは，このためである)がj ふたたび海進をうけ

るとともに，火山活動もはじまった。乙の時期が，いわゆる黒松内期であって，奥幌別熔

岩・知来別火山噴出物などの噴出がみられると同時に，三の原層の堆積が行われた。

その後L との地域はまた陸化に転じ，川第三紀の末まで陸化がつづいたと考えられる。瀬

棚層に相当する地層がみられないのは，このためであろう。第三紀の末から第四紀の初め

の頃にかけて，ようやしこの地域ははげしい火山活動の場となり，ポエ/貫別山。竹山・

貫別山・化物山などの火山が息ぶきをはじめた。

第四紀にはいると，洪積世の初めには尻別岳が姿をあらわし，洞爺火山は巨大な量の熔

結凝灰岩と浮石流を噴出し，この地域を広くおおった。当時この地域は汀線または浅い海

という状態であったようである(ポシ貫別山南麗の谷で，プロピライトのうえに礁をもっ

て留寿都層がのっている〉。こうして洪積世の前半を終えた。こういう状態をつづけて洪

積世の後半にはいると， (登別地方では， かなり広く海進をうけて登別層が堆積しでいる

が，この地域には，そのような堆積層はみられないので，大きな海進はなかったもの主考

えられる)，次第に海退に移り，段丘面とそれに対応する段丘堆積物とをのこしながら降起

運動をつづけた。ある場所は陸地，ある場所は汀線というような状態に移った頃i ふたた

び火山活動が開始された。噴出源はよくわからないが，浮石層が厚くこの地域をおおって

真狩別層となり，支第熔結凝灰岩も到来した。こうして沖積世にはれると"いよいよ羊蹄

火山の噴出が行われ，地形の解析は一段と進んで，山麓には広い扇状地あるいは岩錐堆積

物がみられるにいたった。

V 応用地質

V0 ， 1 概説

この地域は，洞爺火山噴出物，羊蹄火山噴出物をはじめとして，第三紀の末期から第四

紀にかけての，ごく新しい火山岩類主火山砕屑岩類とで厚く広くおおわれているI)したが
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って，いろいろな有用鉱産物を佐胎すると考えられる新宿三紀中新世の地層は， この l斗帽

の南東隅を流れる，才ロエンシリベツ川の支流金山沢一帯と，西端の昆布岳(隣接狩 kl寸

!幅)につらなる地帯とに，わずかみられるだけである。ほかの地帯では，深'く埋められて

いるみこの唯一の鉱徴地と考えられる中新世の地層の地帯でも，金山沢で金鉱の探査が行

われたことがあるにすぎない J しかしこの金山沢も，かなり??から探鉱されているのに，

まだ有望なものが確認されておらない τ また北海道の各地では，新し l )火山に伴って褐

鉄鉱床がみとめられているが，ここでは，それも，わずか徴候がみられるていどで，待行

価値のあるものは発見されておらない。そのほか，この地域には 2， 3 珪藻土の産iLLがあ

るつ 1 つは，片採掘されたことがある南京極附近のもので，現釈では様子がよくわからな

し 1 つは， ~'I狩市街の北東のもので，現在のところ，ごく小さな組固にしかわかってお

らないが，時行は而倒であろう

この地域の地下資源として面白いのは，むしろ湧水と温泉であろう c 下蹄山をかこんで

そのL! 1J:注には，多くの鴻水や~~:泉があるロとくにこの地帯の湧水は，馬鈴薯を澱?と:二万口;に

する際に使用され，きわめて良質の間析が製造されている(鉱泉にば，南京帽の川とご呂泉

や登延頃の 5'fl:泉などがあるが，どれも，温!庄の低いことが欠点で，川上温泉がわずかに利

用されているにすぎないへ温度が低いのは，おそらく， 下蹄山麓の伏流水の影響のためと

考えられるので，どのていど掘れば温度が土外するかは，簡単にはいえないコしたがって，

これら温度の低い温泉資涼を活用するためには，熱源がどのていどの深さにあり， j帯主回

となる地「凶が，どのていどの厚さをもって影響しているかを，確める必要がある 3

V·2 硫化鉄鉱

露頭は，有珠郡大滝村と虻田郡留寿都村との境になっている，この図幅南東隅の金! LJ沢

f::i市にある己金山沢の入口からは約 5km で，途中約 4km の間は，営林署の林内歩道が

通じている。

~fL: Lぷ lま，新市三紀中新世(五II除杭)と考えられる石英支rf I岩中に旺胎する浅熱水刊の~

鉄鉱一石英脈であるコ 20cm ていどの鉱脈が数本みとめられる。いずれも走向は東西で，

南に約 80 の傾斜をしている〔ほ岩の変質は，珪化作用がいちじるしいが，弱l )~~ki尼石化

作用や黄鉄鉱化作用もみられる 3

鉱石は，おもに，径 1 em ていどの黄鉄鉱のたきな結品 (5 角 12 面体)の集合作で， 6

角住状の石英や紫石英が脈石として伴われている。

狸掘りていどで探鉱された形跡があるが，現状から判断すれば， f家行価値は少ないとい
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わねばならぬ4

V·3 褐鉄鉱

貫別山の三角点から，南下する沢を約，2km さがった所に褐鉄鉱の露頭がある。その場

所はひじように不便で，途中開拓農家までは馬車道路があるが，以後林道を約 2km ゆき

沢ぞい~C:2∞ m さがるふそ切閣には道がない。

昭和 28 年頃から探鉱し，現在若干の貯鉱があるが，稼行の対象となる鉱量は見込まれな

い。品位はよいっ'参考までに，分析結果を示せばつぎのようである。

Fe% Pμ15%

55.46 I 0.57 I 0.98

(分析者・北海道地下資源調査所技師ニ間瀬測)

V·4 珪藻土

宮司

まえにのべたように，南京極附近のものは様子がよくわからない。

真狩市街附近のものは，真狩市街の北東約 3.5 km にある，真狩川の源となっている湧

水地のそばにある。

この珪藻土は，真狩別層が風化した赤土のうえに，薄い層状をして賦存している。そし

てその上を，薄い火山灰質の粘土層がおおっている。その様子から，この珪藻土は，真狩

別層が堆積した後のごく新しい時期(洪積世の末期? )に生じた湖沼のようなところに，

珪酸の外殻をもっ微細な植物の遺骸が集合沈澱してできたものと考えられる。厚さは平均

30cm ていどで，賦存範囲は，延長約 100 m，幅約 30m が見込まれる。

純白色白室状のひじように軽い，孔隙率の大きなものである。焼いても変色せず，、純度

'*
はきわめて高く， Si0297.85%の優良なものである。これを顕微鏡で観察すると， 1.6rom

--2.4mm ていどの針状の珪藻と 0.3mm 前後の矩形の珪藻の破片とからできており，‘不

? 純物はほとんどふくまれていない。

なお，この珪藻土も少しは採掘されたらしく，牛掘跡がのこっているが!調査当時は稼行

急 されていなかった。

*北海道地下資源調査所技師二間瀬測の分析による。
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V·5 石材

この地域には，石材としてみるべきものはない。北海道の各地で，建築石材のほか墓石

や間知石などとして切出されている熔結凝灰岩系の軟石も，乙の地域の喜茂別熔結凝灰岩

は，余りにも軟質粗暴露で石材としでは不向なため，現在はーカ所からも切出されていない。

ただこの地域は，まえにものべたように，きわめで広い高原地帯であるから，川砂利が

ない。したがって，棲負山や羊蹄山の山麓，あるいは貫別山やポシ貫別山の麓など，方々

で，安山岩が道路の敷石用砕石として利用されでいる0'

V.6 温泉むよび湧水。

Y.6.1 川上温泉

胆振線南京極駅で下車すると，駅のすぐ前右側にある。大正年代から温泉のあることは

知られていたが，一般の人々を対象として温泉営業がはじめられたのは，昭和 10 年頃から

である。

4".,

、

A-C

- 26~
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湯は，深さ 45 m と 90 m の 2 本の試釘c孔から取っているが，温1立が低いために，湯槽

にひいてきたものを電熱であたためている〕利用者ば，附;5:の畏'誌の人達が多いっ

泉種単純泉

j乱 32
C

C

;司ぷ日 95.37m3iday(1L195.37 万米)

V.6.2登延頃の鉱泉

留存者r;市街の及川八三郎氏が権利をもっている 明下1110 年頃には肱館を経営し，かた

わら湯花を採取したというが，現在では， ~子天に?と;泉が渇いているだけで，当時の跡かた

もないコ当lI !jの鉱泉の温度は 29 子 C で ， i茶店約 60 m J'J試錐を行っていたという。

この鉱泉の約 2km ド流の登延頃川の川畔にも?と泉があるが，これは利用されたことが

J、 7 、ム) L) へ
j 山、--.-' ¥..../ ~ 'J

V.6ｷ3羊蹄山麓の湧水

下附IIJa~にほ，標 250 m~260 m の11七三から /J"t:z で:勺?しがあることくに， ~·u守から J守

たにかけての山住(二 Jるく. 7 カ:行の多きにさす毛 いずれも，下目I\i山の昨J't f:;;批 IH物別を

透過した伏流水が， 出民の支山計額とのるご時 fi Lて日るものであるコ

これらの鴻水;-;t.飲料，'J'e はもちろん，まえにもりべたように澱桁$'l造!Hの水として貢豆

なものであるつ

これらの河の態、を今後さら;二~:しく査したならば， ~gj水i!占はおそらく;首

加するであろうしるい芯，世主古i;出原の、住究明ょとして利用することも可能であるか

もしれない〉

参考支献

f~宅 J~r c ノで保:\ 北海道I花Ii有の新世代以とユーのj白山 地質学習誌 Vol.40,

No.4800483 (1933\ , Vol.41 , No.485c488(1934)

日々木平山古河川 j庄の I注目 ~t': 手え(予三己) (1935)

小山 F'j 照 Ijllt~~! rill ，，]爺湖西部及び日の 北川 i多論(予言己) (1950)

石川俊犬: ネ;毎，Jdの火山 J主的工引止子:刊冗 Vol.2, No.2(1951)

京牒昌之。ノ j 、 rl JI!'j 照三別泥流についての 2， 3 -i Jl.i市北海辺弔江古城の出立

1 報 一北海道地目安報 No.20 (1952)

斉藤日三 e 小山内 照@酒匂純俊: 5 万三の 1 日間?恒説 i リJ書「登別温泉 J 北海道辻

下資ゆ調査所(1 953)
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土居繁雄: 5 万分の 1 地 rr[':{i幅説[I) J 書「白老」 北海道地下資制調査!1Jr (1953)

土居繁雄: 5 万分の 1 地質図幅説 [If]書「定山渓」 北海道開発Jj: (1953)

版原哲犬 5 万分の 1 Hi d守|司幅説明書「壮渓珠」 北海道開発庁 (1954)

土居繁雄;。小山内 照: 北海道の熔桔凝灰岩について 地球科学 No. 23(1955)

土居繁雄@小山内 照: いわゆる文窃 if f.熔岩について一一四南北海道南部地域の地質帯

2 報一一一 地質学持品 Vol.62, No.724(1956)

土居繁雄。長谷川 潔: 5 万吉の 1 f1: I守図 l幅説明書「倶知友」北海道開発庁(1 956)

土居繁雄。小山内 照: 5 万合の 1 .tilil~ 図 IP~ 説明書「石山」北海道地下資源調査所 (1956)

陪井義雄: 羊蹄火山の地質と岩石 5 万分の 1 地質問幅説明書「留年部 J 附録 (1956)

- 28 ー



EXPLANATORYTEXT
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MasayukiSaitO TetsuoFuzihara

ShozoIshiyama and KoheiMatsui

(GeologicalSurveyofHokkaido)

(Resmu と〉

Theareaofthissheetmapissituatedinthesouthwesternpartof

Hokkaido;extendingbetween42ー40'and42 可0' N.lat., and140ー45'and

141'0'E.long..Geologicallythisdistricthavenotbeeninvestigatedin

detail.Thefieldworkwascarriedoutin1954;thetotalreachesabout

100daysforearchgeologist.

TOPOGRAPHY

ThisdistrictmaybetopDgraphicallydivisible intothe fo1Jowing

threedistrict regions, aluvial plain, elevatedplateauandmountainous

region. Thealluvialplainbarelyliesalongthererativelylargerivers,

suchasSiribetsuandNukkibetsu-river.

Theelevatedplateauoccupiesthemainpartofthissheet, whereis

geologicallycomposedmainlyofvariouskindofformaitions, Pleistocene

inage. Itmustbenotedthattheplateauisdivisivleintomaintwo

typesbeingdifferentinaltitude. Oneofthemistraceablealongthe

contourlinebetween200and250ill. andtheotherkeeps280to400ill.;

oneachsurfaceofthoseelevatedplateauswealwaysseegravel beds ,

variableinthickness.

ThemountainousregionoccupiestheareaofSoutheasternconer
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andwesternpartofthissheet, andtheareaofMt.Yδtei. Theformer

twodistrictsaremoredissectedbyerrosionsthantheotherresionsand

show much complicate reliefs. They are geologically consisting of

Tertiary-rocksormuchdissectedvolcanoes1nlatePliocenetoearly

Pleistoceneage. Inthelatter area, abeautifulundissectedvolcanic

cone, recentinage, isobservedandhasbeencalledtheYoteivolcanoe.

Itsfootiscoveredbyfandeposits.

GEOLOGY

Thebasementcomplexofthisdistrictmayberepresentedbythe

rockesexposingalongtheriversideofuppercourseofShiribetsuriver

andthemountainousregionatthewesternpartofthisdistrict. They

arethePipuiformation , formedofgreentuff, greentuffbreccia, propyｭ

lite, lipariteanddacite, whichareoccasionallyinfluencedbyhydrotherｭ

maleffectsuchassilici 自cation orpyritization;owingtotheaspectof

theserockswecorrelatedtotheso-calledKunnuiseries(Miocene)in

thesouthwesternpartofHokkaido. Theserocksarecoveredunconｭ

formablybyotherun-alterdrockesduringPlocenetoPlieistoceneage.

AmongthemthePliocenerockesconsistofvariouskindofvolcaｭ

nicandsedimentaryrocks;eachofthemarenamedastheOkuhoro ・

betsulava(hyperstheneaugiteandesite) , theChiraibetsuvolcanics(augite

hyperstheneandesiticagglomerateandhyperstheneaugite andesite) ,

theKash:punilava(augitehyperstheneandesite)andthe Sannohara

formation(tu 百 and tufaceoussandstone). Theyarecorrelatedtothe

so-coIledKuromatsunaiorYakumoseriesinthesouthwesternpartof

Hokkaidobythefeaturesofthoserocks.

TherockswhicharefromPliocenetoPleistocene, consistofvariｭ

ouskindsofandesites;suchastheMohanrinlava (augitehypersthene

andesite) , thePonnukkibetsu-yamalava(quartzbearingbasalticandesiｭ

te) , theTake-yamalava(olivinbearinghyperstheneaugite andesite) ,
theNukkibetsu-yamalava(augitehyperstheneande:::ite). Viewingfrom

thelithologicalandtopographicalfeatures , thoserocksmaybeconsiderｭ

edasPlioceneorPleistoceneage.

The Pleistocene deposits as wellasthevolcanicrocksforming
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Riverdeposits

Fandepositsandtalus.dep 曲目

f252uEU{、日E岡
650m.peaklava

502m.peaklava

出】'"ロuω
一白川》自己句υC〉

Minamicraterlava

Kita-yamaejectaandlava

7>4唱

一Z戸ES}〉句一ロ一 主E店←5
Fragmentalejecta

3rdlava

2ndlava

きニh泊三一一
1stlava

Lowerterracedeposits

Sikotsuweldedtuff

エlakkaribetsu formation

Middleterracedeposits

子一王tuH- Higherterracedeposits

S凸keishu lava I:\lum町 yama lava

桐山- 一uぉc勾:;;
Rusuttsume 灯油 er

Kimobetsuweldedtuff

Siribetsu-dakelava

-点L丈一←ア一ザ 一一Zい- 三一~ さuczさを
Bakemono 芯 ama lava

Z'EhwF乙 Nukkibetsu-yamala 、 a
Ponnukklbetsu-yaIrld

MohanrinlavaTake· 、lama lava
lava

Sannoharaformation

三とズヱ
山口百五

-ニ内-市>，目"
Kashipunilava

、。 kamcs
Okuhorobetsulava

r

Zν"匹、w Kanavama-zawadaciteJava

目~υωロωC回 4百~匡三 SakaeJiparitelava

-r=da
Oroensiribetsuprσp 、 lite lava

Hanazonogreentuffmember

Table1
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dissectedweldedtu 百 and pumiceflowextendingwidelyinthisdistrict

maybestratigraphicallydivisibleintothemaintwogroups.

OneofwhichisthelowergroupincludingtheSiribetsu-dakelava

(quartzandhornblendbearingaugitehypersthene andesite) , theToya

volcanics, theMumei-yamalava(augitehyperstheneandesite)andthe

Sokeishulava(glassyquartzbearinghyperstheneandesite). TheToya

volcanicsconsistoflipariticweldedtu 任 (the Kimobetsuweldedtu 任) and

pumice 自ow (theRusuttumember).

Itisquitenoteworthythattheerruptionofpumice 臼ow ， whichis

nowknownastheRusuttumember, gushedoutfromtheToyavolcano

andaccompaniedbyweldedtu 妊( theKimobetsuweldedtuff) inlower

part, isheldalsoinearlyPeistoceneage.

Theuppergroupsaredividedintothreeterracedeposits(thehigher,

themiddle andthelower one) , the Makaribetsuformationandthe

Shikotsuweldedtu 丘 The Makaribetsuformationcoveringat200to

250m.and280to400m.inheightconsistofvolcanic ash , volcanic

sand, pumiceetc.. Itseruptiveoriginisunknown.

Thealvialdeposits, thefandepositsatthefootofMt.Y6teiand

Mt.Shiribetsuarequiteremarlable.

MINERALRESOURCES

Inthesouthwesternpartof Hokkaido, ithasalready beenwell

knownthatthemineraldepositssuchasgold, copper , lead, zincetc.have

beenchieflyfoundinthepyroclasticsedimentsaswellasvariouskinds

ofvolcanicrocksinMioceneage ‘ and thesimilarcasewasalsoascerｭ

tainedinthisdistrit.Howeverwecanseeonlyironsulphiddeposits

exclusivellyindacitce(thekanayama-zawadacitelava)belongingtothe

Pipuiformaition. Theyarerepresentedbyoresofpyrites-quartzvein

typeandnoexploitationhaseverbeenmade.

Besideslimonitedeposits , diatomearthandbuildingstoneexistin

thisdistrict. Limonitedepositsissituatedinsouthernslantingsurface

ofMt. Nukkibetsu. Ironcontentoftheoreisabout55%, thoughthe

amountisnotsomuch. DiatomearthisobservedatthefootMt.Y6tei

respectivelynortheastofthe Makkari village and northwest of the
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Minamikyogoku village. They are organized in late pleistocene or

recent;theformerisgoodqualitybuthaspoorquantity(about20cm

inthicknessandabout100m.x20m.inextension)andthelatterhas

exploitedlongtime ago , so thecondition ofold time hasnotclear

beenknown.

TheKimobetsuweldedteffandvariouskindsofvolcanicrocks(the

Ponnukkibetsu-yama lava , theSiribetsu-dake lava , theYoteivolcanics

etc.)maybeutilizedasbuildingstone;theformerisnotquarriednow

butthelatterisquarriedinsmallscalefor localsupply (forpublic

works).

Regargingtheminεral springandfountain , wealsowanttoaddthe

existenceofmineralspringfoundattheMinamikyogokuvillageandthe

Noborienkororiver(thetributaryoftheuppercoarseofSiribetsuriver),

butnotsowarm(theKawakami-onsenattheMinamikyogokuvillage

is32 司 c. intemperature). Fountainareutilizedasdrinkingwaterand

potatoesmilling.
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録

羊蹄火山の地質と岩石本

勝井義雄林

目次

I まえがき

E 羊蹄火山周縁の基底地質

E 羊蹄火山の地形と地質

IV 羊蹄火山の岩石

I まえがき

υベ主

(後万一、千蹄山) は， 北海道丙南部随ーの高さをIiさり(標|苛 1 ，893 m) , 整った円
えモふ b

ifUf~を示すために，ミ蝦央富~!:ミとして到しまれてきた ill'出世の死火山であるここの火山

は，北海道丙[者fi!;の駒ケ f&，有J;j(日，樽 I]白山その他の火llr と JI~に，輝石安山岩類を噴出し

ており，1j:1~須火 I LJ'1日;の北部を代表している c

了-:~A~-l LJに関する調査は従来余り行われていな l )c 19101/，_，出口推三氏が東京た学の卒業

日大として報 ~f;. されたものが，唯一の総括的な調査報円である。出口氏は，ゴ|昨日正に， 下

~，吉山が紫蘇輝石友rJ l岩を主とする成脳火山であり，半月日 IJ や富士見山なと、の寄生火 [[J を有

することをのべている。富士見山については，久保武夫氏(1 951) の報古がある

宅 fj- は 1953~41l- の 2 夏秋にわたって，野斗作業に従事した r この火山では， i京く解析

された好露出に乏しく，また峻険な地形にはばまれ， ~!f'! :7ト作業は必ずしも満足すべき成 1i2:

があがらなかったっしかしこの火山に関する知識の乏しい今 H ，宅 {f の行った研冗の概要

をここにまとめて報行し，今後の研究に資したいと思う

、(:~， jj 火rll 同禄の i也買に関して知識を与えられた北海道地下資 il!~( 調査可斎様 P14 三氏。と居

事情氏。南京教育大学藤同世則氏 ， -t;( 稿を御校 I~ 下さった北海道大学石川俊た教授， \1frび

に日!? 斗調査に同行された平井吉郎氏および及川武氏の方々に {31 くお礼申ヒげる

キ 北海道開発げ 15 万分の 1 地質図幅説明書留寺都」附録 ， 1956 年

料北海道大学理学部地質学鉱物~:教室
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E 羊蹄火山周縁の基底地質

子:蹄火山の基盤は，西南北海道に広く分布する火山噴出物にとむ新市 3 紀層であると号

えられるが，直接の基底は帯 4 紀屑である。

、内市火山の周禄には，尻別川および真狩川が流れ，それらの沿岸には，火山噴出物にと

む弔 4 紀層がやや広く分布し，海抜 200~300 m の平坦な地形を作っているコ この地方の

事 4 紀屈に関しては，既に長尾巧@佐々保推 (1933~34) の研究があり，最:;uでは，北海

道地下資版調査所の斎藤昌之他の留寿都図l隔説明書(1956) および土居繁惟。長谷川潔の

倶知安岡幅説明書(1956) があるコ

~1 表羊蹄火山周縁の第 4 系

J中(沖積層
積;扇状地堆積物
1怜|
- l 羊蹄火山噴出物

低位段丘堆積物
洪 i

真狩別層

中位段丘堆積物
積{

留寺都層

棲負山;熔岩
1止|

?模範林熔岩

a) 模範林熔岩

羊蹄火山の西市麓には，普通輝石繋蘇輝石安山岩が狩別層の下位に分布してし、る

時代は不明であるが，恐らく鮮新If!:~洪積Ill:に日買出したものと考えられている(斎藤昌

之他 1956) コ

b) 橿負山熔岩

羊蹄火山の東南麓の京極 ;円狩問パス道路沿線の所々に，残丘状の小高 ν丘を作ワ

て，倣撹石。角肉石 e 石英を合む普通輝石紫蘇輝石安山岩が分布しているつ同様な t; 質

より成る安山岩が， これより更に東南方罷負山附近まで分布している。これらは，恐ら

く，洪積世初めの噴出にかかるものと考えられている(斎藤昌之他 1956)ο

c) 留寿都層

羊蹄火山の南麓には， r~ 狩別層におおわれて，留寿都層が河岸に露出してし、るつこの

留存都層は斜長石。石英。角閃石。黒雲母等の結晶を合むガラスおよび軽石からなる一

見無層理の火山噴出物層である ζ 洪積lf!:中 F部の洞爺カルデラに関係ある噴出物と考え

られて ν る(斎藤昌之他 1956) ご羊蹄火山の西麓，大前附近にも同質の未読固の火山灰

層が見出される
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第 1 図羊蹄火山の地質図
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d) 中位段丘堆積物

羊蹄火山の山麓問辺の，保高 200 m~260 m 附近には，平胞な台地を 1~> って中位段丘

堆積物層が分布するつ砂。傑。粘土。火山氏よりなり，その表面は rEJ' ，j: 別居におおわれ

て v るコ

e) 真狩別層

五狩別地方から羊蹄火山間縁にかけて，留年都層および中位段丘 Jg 積物をおおワて，

火山灰土。火山灰。粍石。スコリア。粘土などよりなる女狩別層が広〈分布しているコ

この点狩別層は，低位段丘面上には認められな ν

f) 低位段丘堆積物

尻別川沿岸に，現河床よりの高さ 10 m 士の低位段五:磯層が発達して ν る

以 kの ;lR共.店 j\;~} の f:(にご J計川沖II中|ド If間占世の 、i印~:il'守il" ，市if 乙ヅ火!たJ(tυω[リIi の H哨~白凶日出 4

f出j占i引!脳函が克発、達しているコ

E 羊蹄火山の地形と地質

A) 概説

三千蹄火山は i長初の火口の位i置を:;}';り支〈えずに成長しつづけ，標 l日'i 1,893 m を有する典 In

8jな載!iU円錐形の本体火山を作り，そのあとで山頂。山腹および、山首に小寄生火山を作っ

ている(市 1 区|および写点 1 参照)

この火山の山麓周伐には，標 I苛約 200~300 m の平 iH.な iJ町長屑が発達しており， このと

に噴出した火山は，日出な先遣をとげ，山頂の火口を中心として，、ド{王約 6km の何回に ;~Bi

野を j広げている。芋附火山は， J~ 土F付近まで植物によっておおわれているが， rJJ腹をヌIjむ

放射谷もまだ若く，火山形態は殆ど完全に保ti-されている。しかし歴史時代の活動記此

もなく，今日火山活動の余勢は殆ど認められない 1 また， 下蹄山に関係した温泉。硫気孔・

{tiL市などは?でく存点しないっ僅かに寄生火 drの 4日 l:見山の火口の一部に弱しユ lin気孔が認め

ら nる科!主である

故前谷は，通常は/ト;のな l) ;181沢であるが，同虫寸 1リ1および、六 r:!JIこ際して ， -?!v_tl{ の岩屑を」

1時[こ tlPt 十;し，山誌の tfl~~ 官民に;多だな被害を与えている (J? 円 4 参照) この岩)門流は， rlrr;!~

の北 -I 長一:甘 ;j~:IHIT に限られており，西側には起っていないのその}理由は，目別 rfIT には熔岩

;況が y く，侵蝕は容易に進まないが，北一百 -~·~~t:[1 日では砕屑物が越するため，侵蝕が

進み易しのである J これらの刀屑は速く流出して， rムい扇状地を{ノ i っているヘ下肺グく fir の
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山鑑周禄lこは，多数の鴻泉がみられる 水質はいずれも良く，量も豊富で，水車。濯概・

飲料に利用されている。また羊蹄火山のti~岩流は採石して利用されて G ~る。

B) 本体火山

羊蹄火山の本体は一見単成円錐火山の出 i くみえるが，頂上附;I.Iに於ける観察(第 2 図参

照)から， 3 つの|時期に分けることができる

第 1 期は，現在の平蹄山の大部分が既に形成された l時間で，その !I寺の火口 (I口火口)の

一部は，現存ーの新火口の西部にみることができる二

第 2 明には， 1口火口の一部を破って両方および北東万に多量に熔岩流を流している亡

第 3 期には l噴出中心がやや東に移り，新火口ができ，現 ifの頂土部を形成したので、あ

》ア

Q

a) 第 1 期噴出物

、J
E

Aー第 1 期熔岩， Aノ一同砕屑物 ;B-第 2 期熔岩， Bノ一同 ~JI"屑物

C一第 3 期熔岩， cノ一同砕屑物 ;D一一北J1J熔岩 D1一司砕屑物

Eー火口堅:

第 2 図 羊蹄山頂上附近の地質凶
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年 UtSJの火山の I苛さは，既に標I苛 1 ，600~1 ，700 m におよび，現イベの山体の大部分を形成

している二従って，若し，火山の基底が標高 500m に伏在するものとすれば，火山の高さ

は， E;Eに 1 ，000 m を越える巨大な成屑火山となるこ しかし，今日では，第 1 期火山の初期

の噴出物も，また，それ以前の山休の有無についても，侵蝕が進んでいないために解らな

l\状態である υ この|時期の熔岩流のあるものは，低位段丘面をおおっており， 11/ 1桔世の噴

出であることが知られる

1 期噴出物は，斑状およびやや斑品(こ之しい??通輝石紫蘇輝行支dr岩と紫蘇輝石安山

岩の熔岩流および砕屑物であるつ熔岩流は一般に塊状惰岩である

b) 第 2 期熔岩流

|日大口壁を破って，丙方及び北東方に，著しい熔岩流が分布している c

国 t'! 而では，頂上一部より山麓まで，少なくとも 20 枚の熔岩流を認めることができる

北東品、では，低位段丘而を被揮し，沖積而におよんでおり，熔岩流而の流理構造 (groove)

が fii~ 陪に認められる J 熔岩流はアアおよび、塊状情岩で，一般に現状構造が著しく，通常撒

慣行および亜!冗長石九日を斉む普通輝石紫蘇時石安山岩である

c) 第 3 期噴出物

!日大口のやや東に，店内 700m ，深さが J 200m の新火口があり，火 u壁の東部は最 I守と

なっている(写~'[ 2 参照 )τ 新火口の北部は，北山のf1貸出によって不明陪となっているが，

他ぽ完全に連り ， ~~i 主をなしている。新火口壁には，多数の熔岩流が露出し，タト{聞に流出

している 熔岩流はー較にうすく， 10m を越えることはない その岩質は下部から上部

に|川、多少変化を示し，下部 ~lll 部では紫蘇輝石安山手 7~?? 通輝石紫蘇輝行交山岩である

が， J: :ff:: の熔岩は撒慣行および亜!ヅ〈長石ゐ Iifi を含む昔通輝石紫 f.b~ 輝石安山岩となっている J

これらと互 h"Uする砕屑物は，火山岩 i鬼。火山手 Ii ・火山棟。火山!りておよび軒石等である

C) 寄生火山

平日大 f Lr の本体の形成後，少なくとも 6 ケの小火山が，寄生的に噴出している

a) 北 山 小成層火山

b) 半 JJi 問 爆裂火口および熔岩円民圧

c) 650m 山 熔万円頂丘

d) 502m 山 惰岩円頂正

e) 南火口 熔岩流

f)富士見山 砕屑正
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これらの寄生火山は，何れもその山体の高さは， 100m以下であり，噴出物も，~品の

普通輝石に乏しい紫蘇輝石安山岩であることが特徴である。また北山 e 半月河を除けば，

他は殆ど主11斑品岩と呼んで差支えないほど斑品に之ししコことも注目される。

a) 北山

羊蹄火山の頂上部，新火口の北壁上に，二つの相接した小火口が聞かれており，これか

ら流出した熔岩流および砕片的批出物が，周辺に堆積している。これを北山と呼ぶことに

する(第 2 図参照)コ

北山の最高点は標高 843m あるが，新火口壁が，略同じ高さに続いていたと考えれば，

北山の噴出物は極めてうすいものである。二つの小火口の南西側に二重の壁があり，恐ら

くこれは，北山の活動の早期に行われた爆裂火口壁の一部であろう。

北山の熔岩は暗灰色斑状の紫蘇輝石安山岩で，砕片的拠出物は，同質の火山岩I定。パン

殻状火山部。火山棟。火山灰および小量の軽石などから成っている。まれには宅民の流状

岩の外来拠出物をJ昆える

b) 半月ふ!i月

羊蹄山本体の北面主主，海抜約 300m 附近に半月湖がある(第 3 図参照)っ

ご~:冷と日 産錐堆積物

記.羊蹄火山第 1 期熔岩

(地形 l過は空中写真より作成)

爆裂噴出物

半月湖爆裂火口

ur"__....
li~ 七時、
;込吋 :j;
~.ととネ』

。潜窪爆裂火口
(点線は 5m 毎の等深線を示す， )
田中館 (1925) による

円頂丘熔岩

(合普通輝石紫蘇輝石安山岩)

f;//¥¥

1\ ，クョ

司。

300m.

第 3 図 半月湖附近の地質ー凶

ここには ll1任約 550m ，深さ 60~100 m，略完全な円型の急出をもっ爆裂火口が開かれ，

その周辺には，多数の抽出岩 f定。パン殻状火山弾。火山棟。火山灰および少量の軽石等が

雑多に堆積しているっ爆裂火口壁の南町:には，赤褐色の岩津状で昭宏流の断固が露出して
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いるロこれは恐らく、iミ蹄火山の第 1\OJ熔岩の一部であろうっ

爆裂火口底のやや北[こ偏して，同色の合1f通輝石紫蘇輝石完山岩の熔岩からなる円頂庄

がI噴出しているコこの溶岩円頂丘は， 基底から約 70m の高さをもっているここの情岩円

頂丘の噴出のため，円型の爆裂火口氏は堰止められ月 ;lえに水をたたえている。国中起

芳三 (1925) の il;!J深凶によれば，湖底は略平坦で，水深 5m 以下を示し，その東南部(こ;替

浬があり，イ~i宋は最大 18.2 m を示す。この沼マ[I土，問中出方三(1925) の述べるように，

円頂圧成生後に生じた場裂火口であろうコ

c) 650m 山

一千:蹄火山の南々直也標高 600m 附;IJ:に， ドーム状の火口のない惰岩丘がある。これを

山頂の標 1\0'，)から， 650m 山と呼ぶことにするコ

650milll まにおおわれ，理 JIll に之し c )，ノT 任通輝行。紫.Ii年輝石支山岩の'府岩城が，

所々に露出している一良好な露出に之しいため，その火山構造は良く判らないが，恐らく

溶岩円頂正であろうと JJ、われる。 その III日ょの而さは，僅か 70m に過ぎないものである

J山形E，;]にほ"仁川入札 1 I明'昨岩流を被覆し，南火口の溶岩流にその市北誌をおおわれている

d) 502mLlr

下町大Ilrの ι当日恒に ， ;:i~岩だけからなる吊平なドーム状の山がある勺その標から， 502

m Llr と呼ぶことにするコ

502m [[J!ま，十三めて斑品:こ之し C) 合普通輝石。紫蘇輝石支LIJ岩の熔岩から成る，平頂な

溶岩円頂丘であって.J矛予少百南方方宇に熔岩が;流荒れた形を示 Lて

粘{刊tが/たきかつたらしく， うすく拡がらないで，約 80m の苧さを有する c

e) j有火口

l蹄火山の南々 百山腹，標高 1 ，OOO~ 1,100 m のと三ろに.径約 400m の火口が問かれて

おり，この火口から匂;岩iiiが， LII腹判[師に沿い 4km も流出している。火口は，その後ヒ

じからの )J;]J史物がtH~'f~l=lしてうずめられているコ

l容汗~TrL [j:2:i1{f 通坤。紫 fb~ j\:平行安山岩からなり，その長ま舌 :1犬に拡がり， 1'1 ミi さ約 30m

の二.l ~E をなして止っている=その去而は，酸化されてよ褐色児淳状のアア熔岩であるが，

内部には倣密、ラス立の二 lij'j1' 円があり，克にその中心江南 5白川色で細粒の結 lull24 惜宕とな

っているコ

f)百[:見 rLI

山肖，土見 L山!h!: は土， 下i附11布J市;火山の北々同 I詑昆詮、， )海毎 J抜女 35印Om 附j近5::に二i1 ~ιi

{前i坑i柑t峰車石，友去却 rr山fr庁t官7 のリぷ 7予;十担堅色 λι; と;イ;淳、幸宰 j状え元 eの火山弾.火山疎.火山!只手之:などからなり， !恒占めてゆるい丘陵
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を示し，その頂とは海政393 m であるご従っ

て，この山体そのものの高さは 40~50 m に

すぎないと忠われる

宮士見山の頂土附if]:および北!耳斜面には，

大小の火口が散在しているご久保武夫(1951)

は，第 4 図にみる如く， J頁と部には径 700x

400m のた火口内に， A ・ B ・ C·D の 4 ケの

火口があり，北司斜面には EoF·G の 3 ケ

の小火口があることを記載しているハこれら

の中， A 火口および E 火口は桁めて明瞭な爆

発火口として認められるが，他は，火口底も

浅く，余り明院ではないc 久保武夫 (1951)

によれば， A 火口氏には，イミ烹気孔が認めら

~~ると l 'Jう仁

-、、

'""

'.;;J~~\9

久保武夫 (1951) による

(縮尺 2 万 5 千分の 1)

第 4 図 富士見山の火口分布 I~

IV 羊蹄火山の岩石

A 羊蹄火山熔岩の鏡下の観察

羊蹄火山の溶岩(および本立砕片地出物)は，いわゆる本市に普通な輝石支山岩であっ

て，理品として斜長石。紫蘇輝石。普通輝石・鉄鉱等を台み，この他撒慣行を含むことが

あるが，石J定。角閃石・黒主ほ等は全くみられな l 'Jc 石基は，〉 ZZF1711 その場合 ， ~"i 長石， J. ~r

方および単科輝行。珪酸鉱物。鉄鉱等を主とし，他の鉱物は恒めて微量である また殆ど

カ:\ 11 -1 性の交山岩であって， HI\'. 胡の寄生火山の熔岩は一般に，やや珪長官となっている

これらの熔岩の大部分は，石早生成の際，両輝石は平1'J Md 日Jを続けるが，市 2 則および

第 3 期の熔岩のあるものでは，最後に単科輝石が I'J? Cl H-j する〈前tJは久肝久 (1950) の紫蘇

輝石質岩系に属し，後者はピジズン輝石賀岩系と認められるものである

以下各熔岩について簡単に記載すると

第 1 期熔岩

Ar~'l :昔通輝石紫蘇輝石安山吉(イと学分析{直 I)

斑晶:やや多量の斜長石 (An 66~45) と少量の紫蘇輝石 (2 Vα=64 ， X= 決紅色。

y= 淡黄色・ Zニ iJ~ 青色)。普通輝石・鉄鉱を合むに
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石基:一般に禍色ガラスにとみ，

ハリ基ii;~品目で，判長石 (An 42~

38) 0 ~iザ\'~jl草石 (2 Vα=cc62 )。普通

t耳石 ω 扶払ミーをふ「一入 <if!I~~ iit の高い

ものでは多量りクリストノ J ノレ石をイ半

つ

B 手~fi(¥*r~11 ンcll lIlt

斑晶:ヂや fIIII?1 に乏しし判長石

(An60~40) 。土石 .~{t~[ 平石対 ζ を合

、々， -"jf ;:irJ:H叩干?を手↓うど予?主ナよし、

石基 : -!i];z に;ず 111717 子己主川 J1 な J民

間博 j左をテ J~ L，三に判長石とクリス

トノ f ル石よりなり，主、 Lf]~ 布石 c I) i 剖

輝石。夕、おお上ぴゆ 1jJーのガラスを伴

つ

第 2 期熔岩

和Zt1f~: i0 i)(jJill~;f.ィ:二月許可 t軍 fr
t
{

(じ分析 iJ([ )

斑晶:やや多邑の判長石 (An 60

~44) および少量の莞椋輝石 e 普通

埠石。三を合ひ，屡々紫蘇f，事石の

/.i:'.0 と去を訂する立慌石 (2 Vαccc81)

を合主 京京町石は通常の斑 11?1 ~士 2

もア α ご 62 でえるが，同市石の反応

縁としてお 1われる場合は 2Vα=66

~62 でやや大きし、 また紫蘇揮石

;士市斜輝石の反応諒をもうものが多

ν Ff 通輝石 l士，一般に累， H} 構造を

示し， 中心部で 2 Vr=~50~52 ，タト

縁部では 2 VI'ニ 34~25- となってピ

ヂ、オン輝石に交る、木岩には屡々，It~

灰長石大品 (O.5~3.0 em , An86) が

合まれ，その外縁は An60 程度の斜

長石の被膜をもヲコ

石基:細い J民間構造を示し，斜長

0.5rom

Hy- 京~!l j( '~4;;T ， Au 汗通卸石， Pl- !i~j 長石，

C一空 i軍

第 5 図 :1;;1 月]情 't: AI!.:~ (普通百石緊張

7埠 {-i安山岩)

0.5ll'Ull

01 ー倣崎石 Hy- 紫蘇輝石， Cpl-illi 灰長

石， P1- 斜長石， Cr ークリストパル石

第 6 図隼 21 守j熔岩(合撤間石。普通輝

石紫蘇輝石安山岩)
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石 (An40 土)，単斜輝石 (2Vr=25~ 士) ，グリストパ/レ石，鉄鉱等を合?-;..， ltl斜輝石粒

の反応縁を有する少量の紫蘇輝石およびガラスを合む;

第 3 期熔岩

A型:普通輝石紫蘇輝石支山岩

斑晶:やや多量の斜長石 (An 70• 53, An87-~65 →54) ， と少量の紫蘇輝石 (2 Vα=

62
C
) 。普通輝石。鉄鉱を合む:一般に下部の熔岩では普通輝石が極めて少なし、

石基:不完全な i民間構造を示し，斜長石 (An 55~43) 。クリストパル石 o Iii 斜輝石

(2vr=48τ? )・斜力輝石 (2Vα=61 C) 。鉄鉱および少量のガラスよりなる

B型:含撒撹石。紫蘇輝石安山岩(化学分析位置)

斑晶:やや多量の斜-長石 (An 65~52) および紫蘇輝石。 許通庫石。扶拡等を合み紫 ~l~ 輝

石の反応縁を有する撤撹石を極く少量合む:紫蘇揮石 (2Va =~62 )は一般に lji 斜輝石粒

の反応縁をもち，普通輝石は累;;帯構造を示し，中心では 2 VI=51 で外縁では 2 Vr=34

となるミ

0.5nun

By 一紫孫悟 f石， PI 一斜長石， (r- クリスト

パ Jレ石

第 7 図南火口熔岩(合普通路石 o ;i:~， 1t7z

j庫石安山をう)

合庁通輝行 e 紫政赤平行ミ rfr 吉(イじヂ

分析値 IV 市火口熔岩)

石基:填問構造を示し，斜・長石 (An45 土)。クリストパノレ石。単斜路石 (2 Vr=~ 36) 。

鉄鉱及び褐色ガラスからなり，単斜輝石粒の反応縁をもっ斜方 j埠石も少量合まれる L

北山熔岩

紫蘇輝石支 dJ 岩

斑晶:や苧多量の斜長石 (An 60~56) ，及び少量の紫蘇輝石。鉄鉱を合む

石基:ハリ基流品質で，斜長石

(An50~40) と褐色ガラスが大部分

を占め，少量の紫蘇輝石。普通輝石。

鉄鉱およびクリストパル石が合まれ

るご

半月湖円頂丘熔岩

合昔通輝石。紫蘇陣モ i\支dr 宕

斑晶:予や多量の斜長石 (An 68

~46) 。少量の紫蘇輝石。鉄鉱およ

ひ、微量の'， Wi 亘~:Q石を合む

石基:ハリ某 inc 品質で多量;の褐色

ガラスおよび斜長石 (An45~30) ，

Jy 量の斜庁前石。鉄鉱よりなり， ~~J~

くよか量の lp 斜輝石を合む

650m 山熔岩· 502m 山熔岩および南

火口熔岩
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斑品:少量の斜長石 (An 49~40)，紫蘇j嘩石 (2 Vα=63
G
) 。鉄鉱および政量の:普通輝

石を合む

石基:流理構造著しく，完品質なものでは，微細な長柱状の斜長石が流理えf向に配列

する一多量の斜・長石 (An 34 士)とクリストパル石， 少量ーの斜ー方輝石。民鉱。ガラスお

よびJ手斜輝石からなるコ

富士見山噴出物

式坑輝石完山岩

斑晶:少量の斜・長石。紫蘇輝石。鉄鉱よりなる

石基:ハリ基流品質で，大部分禍色カマラスと斜長石の骸品が f~i め，少量のよ手斜輝石@

斜方輝石。鉄鉱およびクリストパル石を伴う c

B) 二戸時火山熔岩の化学成分

f~\;ii)υU の 'tit 討の代表的なもの 4 ケについて化三分、貯を lj- い， ノルム叩[と Jl~ に 2

7ミ"二ぷ Lt二

串 2 支 羊蹄火山情訟のイヒツ成分

wtG'; I ][ i I IV norm

(日芳子 1-- 義雄:分析)
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先に j;;~ fの観察からも知られたように， 下蹄火山の熔岩は，中tl:~やや珪長1nの輝行安

山岩夫nであるが， 化学成分では Si02=57~64 ;;/Sぐらいの阿佐i にわたるものである いず

れも y呈のノルム Q が3下山せられ，このことはモードに多日のクリストパル石が認めら

れることと符合しているヘノ、長石およびノルム輝石も， ，m 下の在日祭と符合しており，

やや注長丘で??通輝石に之しい J十j火口熔岩のみは，他に比し Ab にとみ， Wo が低くポさ

れている ι

これらの化 γ:1)えだ、から推〉、江されるア/レカリ石!必1'\1政は!日各 63.5 で，本山火山古の平J~J ':'i~[

(63.7) (存 rF I1定問 1952) ~こ jlJ:く，同じ]}I況 1火山帯の+'f llfU (651) (河野義 it 1939) 有

Jl(65.5) (八木建三 1953) 樽日 (66) (石川俊 7ミ 1952) よりは'i.Etいが，駒ケ日 (63) (津

豆 1930 ，瀬戸@八木 193 1，瀬戸 1931) よりはやや I苛いっむろん，山海火山帯 (60 (iJjjj:j'.

義雄 (1954) よりは，はるかに i河

くと記の那須火山 fi? の昨岩の 'it てミ

を代表しているものと !ι われる

熔
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C

百南北海道の火山で，情岩の化

学成乃の知られているものは，時

石安山岩犯を特徴とする有球目。

博前山。駒ケ巴およびここに報古
Ab

した下附山と，屡々 月 r"~ 石を台む

ことによって特徴づけられる江島

大島。支出小島および岩 J正当等の

火山であるじ輝石安山岩類の火山

は JJI5 須火rJ dW のJt 部を代表し，そ

の丙側の台 jtj 閃行支 dl 宕類を産す

る火山は)，~~海火 rfJ 帯の北部を代表

している。

これら西南北海道の火山の情岩

のノノレム長石を計算して市 8 凶に

Or

¥
¥

\\三\辺ロ

千従連3~二 .
与

Anwt 時

黒三角:有 Iす〈岳熔岩'，I. (八木 1953)

黒丸:栂白 Ij 山熔岩(石川 1952)

黒四角:駒ヶ岳熔右(津屋 1930 ，瀬戸。八木 1931 ，

瀬戸 1931)

二重丸:羊蹄山熔岩(勝井， 1952)

白 丸:渡島大島熔岩(勝井， 1954)
白三角:渡島小島熔岩(勝井，未発表)

白四角:岩雄登熔岩(広}II，村山， 1955)
ﾗ 印:笠山石英玄武岩(杉， 1942)
A破線:環日本海アルカリ岩平均値(富田， 1935)
+ 印:島後撤間石玄武岩(富田， 1951)
P および H線:伊豆箱根地方火山岩のピジオン輝石

質岩系および紫蘇輝石質岩系

(久野， 1954)

第 8 図 ノルム長石図
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wt96

FーかFel~

符合は第 8 図に同じ

MgO-FeO+Fe203- Na20+ K20 図第 9 図

入れてみると有珠岳・樽前山・駒

ヶ岳および羊蹄山の輝石安山岩類

は，いずれも or が低い。これに

反し，角閃石支山岩類を伴う渡島

大島。 j庄島小島・岩雄登等の熔岩

は，いずれも or が高く，両群は

明日J7t に CRZ!Jで、きる。

次に;;yぅ 9 図の MgO-FeO+Fez03

-Na20+K20'司 lこ入れてみると，

有]来日。樽/lUdJ 0 駒ケ It}および平

蹄山の各t8~うは，いずれもやや鉄 ζ

Na,() +!-(,Q
にとむコしかし川島大品。政局小

島。岩 Hr登の各市汗は鉄lこ之しく，

MgO およびアノレカリにとむ。

両群のJJ~ は!りjllJjfに区別される。

以上は，斑状岩を含む成分について比較したのであるが，それにしても両群が明日立に区

別されるのは，如何なる怠味をもつのであろうか。筆者はかつて烏海火山帯の熔岩の化学

成分から，この火山帯が地理的にも岩石学的にも，環日本海アノレカリ岩石区と，極めて石

灰質の那須火山帯との中聞に位することをのべた乙とがある(勝井義雄 1954) 。ここでは

それをもう少し発展させ，一つの可能な所見をのべてみる。

有珠外輪山熔岩(八木健三 1953) や羊蹄山の熔岩の一部は，十和田火山熔岩(河野義礼

1939) の一部と同様に，久野久 (1950) のピジオン輝石質岩系に属するものであり，樽前

山・駒ヶ岳・羊蹄山の熔岩の大部分や有珠岳の一部の熔岩は紫蘇輝石賀岩系に属するもの

である。これらの熔岩は，伊豆・箱根地方の熔岩の性質と非常に良く似でおり，化学成分

でも，一般にアノレカリ特に KzO に之しく，鉄にとむ。これらの火山の熔岩は，伊豆・箱根

地方の火山岩と同じように(久野久 1950)，ソレアイトマグマの結品分化作用や地殻との

混成作用によってもたらせれたものであろう。

渡島大島・渡島小島・岩雄登等の含角閃石岩は，紫蘇輝石賀岩系 l乙相当しているが，化

学成分では伊豆・箱根地方の紫蘇輝石質岩系の熔岩と異り，大山火山帯の熔岩や，笠山の

石英玄武岩(杉健一 1942) に類似したものである。渡島大島では，合角閃石岩と共に，

珪酸lこ不飽和な撒慣石玄武岩を産する。この玄武岩は，伊豆・箱根地方の玄武岩と異り，

- 13 ー



アノレカリにとみ，その化学成分は，富田達 (1951) が環日本海アノレカリ火山岩系列の母岩

撲と推定している島後の撒慣石玄武岩に近似している。

環日本海岩域の周縁には，大山火山惜の含角閃石岩と石英玄式岩が産出するが，乙れら

は撒撹石玄武岩と成囚に密接な関係があり，撒関石玄武岩唆の混成作用によって生じた

様に解釈されている(宮田達 1951，杉健一 1942) 。恐らく西南北海道の合角閃石岩も，渡

島大島にみられるようなアルカリにとむ撒撹石玄武岩緊の混成作用によって生じた岩系で

あるものと担、像される c 沼田達 (1951) は，久野久の紫蘇輝石白岩系 lこ，二つの系統のあ

ることを推定しているが，以上の所見が正しいものとすれば，西南北海道では，那須火山

帯の情岩にみられる輝石友ILl岩類と， 日本海側の島海火山帯のだ••~~;-にみられる合角閃石安

山岩類とに灰分されるものである。

以上は西南北海道の火 IIIの熔岩についての化学成分からみた一つの成因的所見であっ

て，そのす:~ifは今後の研究に佼たねばならな G Jc,
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写真 1 南麓の実狩別部落より羊蹄火山を望む

山腹の南火口および山麓の 650 ill 山がみえる。左端達くは先雄登火山群，手前は中位段丘商をおおう女狩別居の台地。



写真 2 空中よりみた羊蹄山の頂上 (朝日新聞社提供)

中央の大きな新火口の左方に，北山のこっの小火口がみえる。

•



3 予防火山市 J' ド北西麓を望む

Ij l りとが、!と}j im，たつむ!rt/j\ 士山 1 JlJ J'昨日日ふ J元日 iJ 川を gil 一ζ て， 山村iff 火山群およ

び H 本fir]: が J-A える

4 1953 年夏，羊蹄火山北斜而ナダレの沢に起った土石流の末端
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